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用されている非同期型 Java Script 技術と XML（eXtensible Markup Language：拡張マークア
ップ言語＝利用者が自由にタグを定義でき，文書中の文字列に意味付けができる言語構造を持っ
ているタグ言語で，メタ・データの定義に使用される．）技術を組み合わせた Ajax（「エイジャッ
クス」と発音する．Asynchronous JavaScript + XML）技術を使用して，古文書画像を前後，左
右に自在に移動させながら，かつ拡大・縮小を自在に行うことができる，究極の画像データベー
ス検索ツールを研究し，実際にそのツールを開発するすることである．
また，Ajax 技術を用いた Unicode 漢字入力支援ツールと検索語類推入力支援ツールを開発し
て，DOKB データベース・システムのデータ追加・更新と検索の利便性を高めることを目標とし
ている．
Web 上において CJK（Chinese Japanese Korean）用の IME(Input Method Editor)を実現さ
せる技術も持ち合わせているので，印影画像のメタ・データベース（タイトルや著者などデータ
の内容に関する情報等をいう）を検索する場合，特定の国の IME が無くても，CJK 共通のロー
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学院言語教育研究科・教授の藤本幸夫が 30 数年にわたって調査収集したものであり，28 項目に
及ぶデータが既に 15,000 件以上，調査票に蓄積され，毎年数 100 件以上の新しいデータが追加
されてきている．本研究の目的は，既にデータベース化された集部約 2,600 件のデータに，新規
調査データを追加し，国際対応システムとして，Unicode 化，Java 化を実現し，Web 上でこの
DOKB(Database of Old Korean Books)データベースの検索サービスするため，システムの改訂
作業，データベースへのデータの追加・更新のための Unicode 漢字入力支援ツール，IME ツー
ル，検索語類推支援ツールの開発を進めてきているところである[1]．
この DOKB 開発作業と並行して，分担者の藤本幸夫が書誌情報をと共に撮影してきた原文画








Ajax 技術は，Google Maps 等で使用されている非同期型 Java Script 技術と XML（eXtensible 
Markup Language：拡張マークアップ言語＝利用者が自由にタグを定義でき，文書中の文字列
に意味付けができる言語構造を持っているタグ言語で，メタ・データの定義に使用される．）を組
み合わせた技術で，Ajax は「エイジャックス」と発音する[2] [3]．通常は Asynchronous JavaScript 












更に，Ajax 技術をもちいた Unicode 漢字入力支援ツールを開発し，漢字の偏や旁を指定して，
全体の画数から該当する Unicode 漢字を表示して，簡単に選択入力するツールを開発するととも
に，現行 DOKB 検索システムへの実装を試みた．








Ajax 技術はまた，Web 上において CJK（Chinese Japanese Korean）用の IME(Input Method 
Editor)を実現させる技術も持ち合わせているので，現行 DOKB 検索システムや印影画像のメ
タ・データベース（タイトルや著者などデータの内容に関する情報等をいう）を検索する場合，
特定の国の IME が無くても，CJK 共通のローマ字入力，漢字変換が可能となる．汎用 IME ツー
ルは，前述の検索語類推支援ツールと合わせて研究・開発して行くこととした．








これらの書誌情報は国際対応化を目指した DOKB とするため，Unicode に変換して，最終的
に約 2,600 件のデータを 2006 年 12 月 4 日に Unicode 版 DOKB として公開した．
なお，分担者の藤本氏は平成 17 年度に科学研究費の「研究成果公開促進経費」の予算がつい
たので，更に 400 件弱の書誌情報を追加して，平成 18(2006)年 2 月 28 日に，「日本現存研究古
刊本研究 集部」を京都大学学術出版会から刊行し，集部 3,000 件の書誌情報・所蔵情報を納め
た．だだし，このデータにより，現行の DOKB と「日本現存研究古刊本研究 集部」に添付さ
れている CD データの台帳と整合性がとれなくなったので，CD データ台帳の Shift-JIS を改めて
Unicode 化する作業を開始せざるを得なくなった．
本研究では，従って，１）Ajax 技法による日本現存朝鮮古書原文画像のデータベース検索シス
テムの開発，２）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と，集部 3,000 件の書誌
情報・所蔵情報の Unicode 化作業，３）Ajax 技法による検索語類推支援ツール，Unicode の CJK























CJK 漢字の入力についても，Google Suggest の様に，検索語を入力していくと，１字毎に検












CJK 用に，中国に対しては Pinyin 方式，韓国に対しては McCune Reischauer 方式，日本で
は Hepburn 方式のローマ字入力により，CJK-Xterm エミュレータのように，１字入力毎に検索
語を推測していく機能を有しているので，各国語専用の IME（Input Method Editor:入力方式編
集プログラム＝かな漢字変換などの事前処理プログラム）が不要で，Unicode 漢字が入力でき，







ースに組み込込めるよう DB システムを再編成し，Ajax 技法による画像データベース検索システ
ム，刻手データベース検索システム，印影画像データベース検索システムを，２年間で研究開発
することである．






（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
（３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
（４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
（６）集部 3,000 件の Shift-JIS マスター・データの Unicode への変換作業






字と朝鮮固有外字を Unicode 化し，サービスしている現行 DOKB システムの他，開発対象とし
ては，朝鮮古書原文画像データベース検索システム，刻手データベース検索システム，日本現存
朝鮮古書印影画像データベース検索システムがある．また，各種検索支援ツールとしては，Ajax











当たり 1,200 ドットの解像度）以上の解像度で読み込み，TIFF（Tagged Image File Format）
形式で一旦保存し，原文部分を切り出して，JPEG(Joint Photograph Experts Group)形式また
は画像データ形式の可逆圧縮性を保証している次世代画像書式である PNG(Portable Network 
Graphic)形式ファイルとして保存し，更に，メタ・データを付与する．






（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
１）Ajax, XML，JavaScript に関する知識を吸収し，技法を習得する．
























（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
１）書誌情報検索入力画面の再設計・改良
２）Ajax による Unicode 漢字入力支援ツールの分析



















































1,356 件，約 3.3MB の文字コードを Shift-JIS から Unicode に変換し，DB 化する準備をした．
・印影画像と古文書の写真画像の入力については，当初の入力方法に従い，古文書の写真画像は
4,561 枚を，フィルム画像は 11,135 枚を入力し，そのメタ・データを収録してきた．写真画像は
1200dpi で，tiff 形式で収録し，古文書部分の切り出しを行い，png 形式で保存した．35 ㎜フィ
ルム画像は，4,000dpi で収録し，オリジナルは tiff 形式，切り出し画像は png 形式で保存した．
印影画像の切り出しは，原文文字との重なりが多く，この問題の解決策を解決してから実施する
こととした．
・メタ・データについては，古文書の写真画像は 4,561 枚を，フィルム画像は 11,135 枚の分を
Excel 形式で作成した．
（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究












（４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
画像データベースのテーブル定義を中心とするシステム設計を行った．
（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
書誌情報検索入力画面の再設計・改良，Ajax による Unicode 漢字入力支援ツールの分析，設
計を行い，Unicode Consortium の Unihan Databse から Unicode ストローク・データ，コード・
ポイントなどのデータを取り込んでデータベースを作成，ベトナムで作成された，提供されてい
る Unicode フォント HAN NOM A，HAN NOM B を Download して，ツール開発の準備をし，）
Unicode 漢字入力支援ツールのコード開発・テストを行って，現行 DOKB システムへの実装を
行った．このツールは（２）のとおり，開発結果を学会発表した．
－11－
（６）集部 3,000件の Shift-JISマスター・データの Unicodeへの変換作業
研究分担者の藤本から，京都大学学術出版会から刊行した「日本現存研究古刊本研究 集部」
の完全データを入手してもらって，原稿の追加削除などを調べることにしたが，使用した外字や
朝鮮固有文字約 1,000 字は全て Shift-JIS の下駄文字「〓」に化けたので，これを Unicode 変換
する作業を開始し，現行の DOKB マスター・データと「日本現存研究古刊本研究 集部」書籍，
今までの外字変換帳により，Unicode 対応テキスト・エディタ「秀丸」を使用して，下駄文字「〓」








なお，現行 DOKB システムへの実装は，Unicode による 3,000 件のマスター・データが完成
するのを待つこととした．
以上のように，Ajax 技術による 3 つのシステム／ツールについては，試作品を作成し，開発の
途中成果については，平成 18 年度の電気関係学会北陸支部連合大会に３件の発表を行った．
また，Java 版の DOKB 開発結果については，「Java フレームワークによる古文書データベー
ス・システムの開発」として，研究成果を 2006 年度の学術情報処理研究会で発表した．更に，




























２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
６）集部 3,000 件の Shift-JIS マスター・データの Unicode への変換作業








５）非同期型 JavaScript, XML による画像検索ツールの開発補助者の雇用経費．
・JavaScript, XML の各コード開発
・HTML, SQL，Java のコード開発


































のマスター・データの Unicode 化完了を待って XML データベースを作成することとした．．
・Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールは完成したので現行の日本現存朝鮮古書データ
ベース・システム（DOKB）に組み込み，実際運用を開始した．







・Ajax 技法の有効性を探るため，第 31 回国際化 Unicode 会議に出席し，DOKB システムに関
するレビューと意見交換を行った．また，平成 19 年 12 月 13 日（木）～14 日（金）に，京大会
館で開催された「じんもんこん２００７（人文科学とコンピュータ・シンポジウム）」と，12 月




















この Shift-JIS の下駄文字「〓」を Unicode に戻す変換作業をスムースにするため，このツー




文字集合 UCS（Universal Character Set）Transformation Set の 8 ビット符号化形式である
UTF-8（ユ ・ーティ・エフ・エイト）を使用している．現在，Unicode では BMP（Basic Multilingual 
Plane＝基本多言語面）に加え，コードの先頭が２XXXX で始まる CJK 統合漢字拡張 B （CJK 
Unified Ideographs Extension B）のコード U+20000～U+2A6DF が公開され，それを表示でき
るFirefoxなどのWeb Browserと，Viet Namで開発されたTrue Type Fonts HAN NOM A, HAN 





如何に迅速にするかを考えて，我々は Unicode 文字の入力支援ツールを開発し，DOKB 検索シ
ステムに実装した．
３.１.２ Unicode 漢字入力支援システム
DOKB 検索システムの画面上で，画面の遷移無しに Unicode 文字 を入力するには Ajax ツー
ルを使って，通常の IME の様に漢字の部首と画数で漢字を表示・検索し，該当文字をクリック
するだけで，検索語の入力域に文字が入力されるように設計した．開発手順は以下の通りである．
１）既定の 214 の部首ごとにコード・ポイントを収めた XML ファイルを作成する．
２）指定した部首の XML ファイルを非同期的に取得し，画数情報を解析する．
３）得られた画数情報から指定された画数の文字をブラウザに表示させる．
３.１.３ 部首 XML ファイル








MS-IME 2007（図 3.1.4）と比較してみれと，Unicode 第２面補助的表意文字面（Supplementary 
Ideographic Plane）の CJK 統合漢字拡張 B まで支援する有効さと，使い勝手の良さが理解でき
る． 
図 3.1.2 部首「丨」の全ての漢字を表示した例
図 3.1.3 MS-IME 2003 での部首「丨」での検索結果
－18－
図 3.1.4 MS-IME 2007 での部首「丨」での検索結果





ないので，図 3.1.8の様に 1行 10文字のみを表示し，画面表示の上に左右の→（矢印）マークを
付けて，複数行の表示に対応させている．
図 3.1.5 DOKB システムの実装した Unicode 漢字入力支援ツー
－19－
図 3.1.6 部首（馬偏）のその他の画数 20 の文字
図 3.1.7 部首（馬偏）のコード・ポイント表示
－20－
図 3.1.8 部首（馬偏）の複数行の場合 1 行 10 字表示
３.１.５ 利用者側の環境に依存する問題
この入力支援ツールを利用する場合は，予め Unicode の拡張 A，拡張 B のフォント（HAN 
NOMA，HAN NOM B など）をインストールしておく必要がある．また，Imternet Explorer


















マスター・データのタグ番号と項目の関係を表 3.2.1 に示す． 
表 3.2.1 刻手名データベースの項目
タグ番号 項目の内容 Discription 
００ 排列（配列）番号 Sequencial Number 
０１ 書名・巻数・冊数 Title 
０２ 撰者 Author 
０３ 刊年 Year of Publishing 
０４ 刊地 Place of Publishing 
０５ 所蔵者 Owner 
０６ 版心部刻手名 Graver Name in Center of Mountain Fold 
０７ 刊記部刻手名 Graver Name in Description of Publisher 
※ ただし，該当項目未詳の場合は，その項目を省略する．
３.２.３ 刻手名データベースの開発環境
刻手名データベース検索システムは，JavaEE を使って開発をすすめ，Application Server の
Grass Fish を主体にして，JavaFramework JSF（Java Server Faces），EJB（Enterprise Java 
Beans），JPA（Java Perrsistence API）を使用して開発を終了した．
















Java Server Faces 1.2 :
Mojarra
Java Server Pages 2.1
Java Servlet 2.5 Enterprise JavaBeans 3.0
Java Persistance
API : Hibernate
Java Enterprise Edition 5 Application Server : GlassFish V2
Java Platform : Java Development Kit 6.0









































（10）AND 検索「金剛」・「般若」で 39 件あったことの検索結果画面
上記赤丸表示が検索結果の件数で，その下が 39 件の一覧表示である．
－29－


























なものとなる（図 3.3.1）．そのため，これまで Gigaview[4] や iPalletnexus[5] などのソフトウ
ェアが開発されてきた．これらは Web Browser の Plug-in や Stand-alone Application であり，
ユーザがインストール作業を行う必要があった．
そこで Google Maps[7]などで使用されている Ajax による画像の伝送システムを応用して，
DOKB のサブ・システムとして提供するため，古書原文画像閲覧システムを提案することとした．
この Ajax 技法の応用によってユーザのインストール作業がなくなり，また，特定の要件を満
たした Web Browser であれば簡単に動作するため，動作環境の制限も緩くなる．
図 3.3.1 左約 100KB（320×500px,PNG）を右側全体で約 12MB 高解像度(約 4500×7300px,PNG)
図 3.3.2 img 要素を格子状に配置
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Ajax では，全体約 12MB の PNG 画像を各 40KB の 256×256px の画像に分割して img 要素
を作成し，格子状に並べる（図 3.3.2）．
必要な画像を非同期で配信する方法を採用する．カーソルの移動に応じて受信した画像を
Dynamic HTML で組み立て，Web ページを動的に書き換えている（図 3.3.3）．従って，画面の
遷移がない状態で画像の拡大縮小や上下左右の移動が，マウスのドラッグだけで可能となる．
３.３.３ 実装例








No. 項目の内容 Discription 
1 文書画像メタ・データ ID 番号 Document Image Metadata ID Number 
2 書名 Title 
3 撰者 Author 
4 版種 Kind of Engraving Cut 
5 刊者 Publisher 
6 刊年 Year of Publishing 
7 刊地 Place of Publishing 
8 書名カナ Title Katakana 
9 書名 Pinyin Title Pinyin 
10 書名（別名） Title（Alias）
11 書名（別名）カナ Title（Alias）Katakana 
12 書名（別名）Pinyin Title（Alias）Pinyin 
13 分類コード Category Code  
14 所蔵者コード Owner Code 
15 リザーブ１ Reserve-1 
16 リザーブ２ Reserve-2 
17 リザーブ３ Reserve-3 
※ ただし，該当項目未詳の場合は，その項目を省略する．
－36－
原文画像データの登録項目の定義を表 3.3.8 に示す． 
表 3.3.8 原文画像データのテーブルの定義
No. 項目の内容 Discription 
1 画像参照番号 （F5） Reference Number 
2 資料ページ番号 （F3） Image Page Number  
3 文書画像メタ・データ ID 番号（F5） Document Image Metadata ID Number 
4 印影サイズ Seal Impression Image Size 
5 備考 Remarks 





























今回，ローマ字入力で書名，撰者名の類推支援をするための XML データベース項目を表 3.4.2
の様に定義し，XML ファイルを作成した．
具体的には図 3.4.3 が書名 XML ファイル，図 3.4.4 が撰者名 XML ファイルで定義例である．
















図 3.4.3 書名 XML ファイルの定義例
－39－
図 3.4.4 撰者名 XML ファイルの定義例
３.４.４ Ajax による検索語類推支援ツールの実装
Ajax による検索語類推支援ツールの組み込みには，XMLHttpRequest オブジェクトを使用する
が，IE（Internet Explorer）以外の Browser では使用に問題がないが，IE では図 3.4.5 に示す
ように Version の違いによって ActiveXObject を使い分ける必要がある．















３.５ Ajax による CJK 用 IME ツールの開発
Ajax による汎用の IME ツールは，次の URL で提供されている．このツールにヒントを得て，
検索語類推支援ツールをリンクさせて，CJK 用の IME ツールとして完成させたい．
１）Ajax IME: Web-based Japanese Input Method http://ajaxime.chasen.org/ 
図 3.5.1 Ajax による IME ツールの例「Ajax IME: Web-based Japanese Input Method」
２）Ajax を使った 日本語 IME http://www.chasen.org/~taku/software/ajax/ime/ 
図 3.5.2 Ajax による日本語 IME ツールの例「Ajax を使った日本語 IME」
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３）Ajax を使った 日本語 IME + KWIC 
http://www.chasen.org/~taku/software/ajax/imekwic/ 
４）Ajax を使った手書き文字認識
図 3.5.3 Ajax による手書き IME ツールの例「Ajax を使った手書き文字認識」
この IME ツールが完成すれば，CJK 用に，中国に対しては Pinyin 方式，韓国に対しては













画 Image-ID=70007_00.tif では印影と絵画や文字との重なりが無く，Image-ID=80062_00.tif 
の書画では印影と文字が重なりあっているため，正確な著者の印影の切り出しは困難を極める．


















ツールである Unicode 漢字入力支援ツール，検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールと古書
原文画像・印影画像閲覧システム及び刻手名データベース検索システムの開発と実装を試みた．
いつの日かこのような Ajax 技法による「究極の古書原文画像と書誌情報を対象とする WebDB
情報システム」が登場するものと考えられる．
この中で，Unicode 漢字入力支援ツールは現行 DOKB システムへの実装を完了し，刻手名デ
ータベース検索システムは DOKB と独立に KOKUSHU システムとして完成し，提供するに至っ
た． 
検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールと古書原文画像閲覧システム（印影画像データベ
ースを含む）は開発途上にあり，鋭意開発を継続中である．
今後の課題としては，(1) 原文画像とそのメタ・データの蓄積，DOKB 本体との連携統合，(2) 
原文画像の縮小拡大表示スライダーと表示画像切り出しと提供の方法，(3) 書誌情報検索結果の
PDF 表示，とりわけマスター・データの窃盗からの防衛方法付加，などである．なお，古書デー
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（発表 2）p.56 （PowerPoint 資料 p.85-90）
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